
『日本茶WEBマガジン』ご愛読のみなさまへお知らせ

　前略　いつも小誌『日本茶WEBマガジン』をご愛読くださりましてありがとうございます。

お陰さまで、この号で無事に10号目を迎えることになり、当初の予定通り今年度末のこの号を

もって第一部の完結となりました。多くの方々に、ご支援そしてご講読くださりましたこと、

改めまして御礼を申し上げます。小誌は、日本茶の魅力を様々な角度で再発見し、そして

普及することを目的に、（社団法人）日本茶文化促進協会のオフィシャルマガジンとして発信

してまいりました。日本茶の歴史は、栄西禅師が茶の木をもたらしたとされる、800年程前

まで遡ります。以降、日本茶は日本文化の歴史の中で撩乱に花開き、健康飲料としてはもち

ろん、千利休をはじめとする茶の湯の文化にまで発展しています。このメディアでは、世界で

も類を見ないそのユニークな日本茶の世界を、今日的なライフスタイルのなかでファッショナブル

にそして、グローバルな視点で提案してまいりました。対談では、多くの方々に、思いもかけない

日本茶の魅力を語って頂きました。この場をお借りして改めて御礼申し上げます。また、この

メディアを物心両方から支えて下さった、静岡・掛川の佐々木製茶株式会社の佐々木余志彦

社長にも心から御礼申し上げます。周知の通り、昨今、日本茶、特にリーフティーは苦戦を強い

られております。このメディアでは、そうした日本茶の生産者の支援も目的にしておりましたが、

グローバル化が求められる時代において、日本全国の生産者の方々にも、更なる努力を期待して

やみません。最後に、日本茶WEBマガジンを支えて下さった多くのスタッフの方々にも改めて感謝

申し上げ、ご挨拶に代えさせて頂きます。今後、新しいかたちでお目にかかりたく存じます。
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